
2011 年 2 月 21 日 
アスカティースリー株式会社 

 
 

2011 年 2 月 22 日よりGoogleアンドロイドOSのタブレットPCを使った 
業務用システムを外食チェーンに提供開始 

 
 
弊社アスカティースリー株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長小林俊雄）は、セ

ルフオーダー用端末として、省電力・薄型・軽量のアンドロイド OS のタブレット型タイプ

の端末を 2 月 22 日より提供を開始します。 
弊社は、IPAD に端を発したタブレット PC の世界的な普及にいち早く着目し開発を始め、

アンドロイド OS のタブレット端末としては業界はじめて商用として製品化しました。 
従来のウインドウズ OS の端末より同社従来比 20～30％圧縮した価格で、製品価格のコ

ストダウンと共に導入工事（電源工事、端末取り付け費用等）が不要となります。これに

より初期費用の大幅な削減が図ることが出来るため、今まで導入コストでセルフオーダー

の導入が難しかった中小の飲食店も積極的に導入することが可能となります。 
 
 
１．背景・趣旨 
セルフオーダーシステムは、飲食店の人件費削減やオーダー機会損失の削減に有効だと

して、大手チェーン中心に導入されてきました。長引く経済不況により、外食業界でも

低価格均一居酒屋やテーブルオーダーバイキング等新たな業態の出現により、セルフオ

ーダーシステムはこれらの業態には必要不可欠なシステムとして利用されるなど、今後

ますます需要が見込まれ、今回のコスト引き下げに伴い中小の飲食店にも導入を見込ん

でおります。 
 
２．製品特徴 
・ディスプレー10.1 型ワイド TFT カラー液晶。（解像度 1024×600）、重さ約 800g、端

末の厚さは 14.8ｍｍ。バッテリーはリチウムイオン電池により、1 回の充電で 10 時間

程度の使用が可能。 
・薄型軽量で長時間使用可能な為、端末をテーブルに固定せず、お客様をテーブルにエ

スコートする時に、通常の紙メニューの様に電子メニューとして手渡し、使用するこ

とが可能。 
・今後は非接触 IC チップ（Felica 等）を搭載した携帯電話等とも連携し、手軽にポイン

トシステムや来店スタンプ等の販促機能も利用も可能。 
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